
【申込み・問合せ先】茨城町国際交流協会　☎０２９－２１９－００４４（直通）
　　　　　　　　　　地域政策課　　　　　☎０２９－２１５－８００３（直通）

　茨城町国際交流協会では、お互いの文化の理解を深める国際交流事
業として、９月20日（土）に「交流バスツアー」を開催しました。
　当日の参加者は、35名で、そのうち外国人会員はアメリカやフィ
リピン、ブラジル、ラオス出身の16名でした。
　手ひねり体験では、カップや皿づくりに挑戦し、初心者も経験者も
和気あいあいと楽しんでいました。神社では、絵馬に願いごとを書く
外国人会員もいました。車中では、日本やラオスの歌が披露され、た
いへん盛り上がりました。
　様々な場面で会員の交流が見られ、日本人も外国人もお互いの文化
の理解を深めることができた交流バスツアーでした。

　国際交流に興味・関心がある方は、ぜひ
一緒に活動してみませんか？活動の見学も
できますので、皆様のご連絡をお待ちして
おります。

【茨城町国際交流協会　会員募集】

笠間稲荷神社にて

茨城町国際交流協会HP
「手ひねり体験」桧佐陶工房にて

《

》

《

》

（
評
）髙
見
さ
ん―

固
く
閉
ざ
し
て
い
た
心
が
柔
ら
か
く

な
る
よ
う
な
感
覚
が
伝
わ
り
、十
五
夜
の
清
ら
か
な
光

に
包
ま
れ
る
情
景
が
浮
か
ぶ
。村
井
さ
ん―

「
も
う
ひ
と

花
」と
、凛
と
し
た
鮮
や
か
な
色
を
表
現
す
る「
冴
ゆ
」

に
よ
り
、生
命
の
力
強
さ
や
瑞
々
し
さ
を
感
じ
る
。野
口

さ
ん―

サ
ン
マ
を
焼
く
匂
い
と
回
覧
板
の
組
み
合
わ
せ

が
秀
逸
。地
域
の
つ
な
が
り
と
共
に
あ
る「
秋
」が
温
か

く
描
か
れ
て
い
る
。

す
さ

ひ
と 

ひは
ぜ

わ
れ
も
こ
う

し
ば

む　
し

○
カ
マ
キ
リ
か
ら
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
が
生

ま
れ
た
ふ
し
ぎ
な
世
界
昆
虫
の
世
界

佐
藤
よ
し
子（
谷
田
部
）

煙
桂
の
葉
心
臓
の
形
樹
を
な
で
る
わ
れ
を

み
つ
め
る
数
多
の
ハ
ー
ト

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

煙
突
然
の
師
と
の
別
れ
に
荒
ぶ
胸
秋
風

撫
で
て
暫
し
和
ら
ぐ

大
野　

友
子（
城
之
内
）

　

秋
の
虫
今
夜
限
り
と
思
う
て
か
バ
リ

ト
ン
さ
ら
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ

諸
川　

恵
子（
駒　

場
）

　

外
灯
に
集
ま
る
昆
虫
を
採
り
に
来
て

垣
間
見
た
の
は
夜
勤
者
の
群
れ

内
田　
　

理（
長　

岡
）

　
コ
ス
モ
ス
の
花
び
ら
揺
ら
す
タ
テ
ハ

チ
ョ
ウ
枯
葉
模
様
で
目
立
た
ず
ヒ
ラ
リ

髙
見　

英
子（
大　

戸
）

　

夫
の
呼
ぶ
声
に
振
り
向
き
ほ
っ
と
す

る
夢
よ
り
覚
め
し
あ
と
の
空
し
さ

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

　

野
の
道
や
赤
く
て
丸
い
吾
亦
紅
心
を

よ
ぎ
る
母
の
横
顔

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

ほ
っ
と
す
る
皇
室
ニ
ュ
ー
ス
保
護
犬

に
ペ
ロ
リ
と
鼻
先
舐
め
ら
れ
し
皇
后

河
野　

久
子（
網　

掛
）

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
花
は
咲
け
ど
も
実
が
な

ら
ず
私
は
迷
う
ど
う
し
よ
う
か
と

　

平
本　

裕
男（
小　

幡
）

（
評
）佐
藤
さ
ん―

小
さ
な
発
見
か
ら
大
き
な
感
動

が
生
ま
れ
た
。広
が
り
と
は
ず
み
の
あ
る
歌
で
、対
句

が
と
て
も
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。小
堤
さ
ん―

木
の
葉
の
形
に
注
目
し
て
、想
像
が
ふ
く
ら
ん
だ
。樹

木
と
の
交
歓
が
た
の
し
く
、や
さ
し
い
感
受
性
が
光
っ

て
い
る
。大
野
さ
ん―

尊
敬
す
る
先
生
と
の
死
別
を

悲
し
む
挽
歌
。せ
つ
な
い
気
持
ち
を
折
か
ら
の
秋
風

が
慰
め
て
く
れ
た
。心
に
し
み
る
歌
で
あ
る
。

４
首（
句
）目
か
ら
は
初
句
の
第一音
の
五
十
音
順

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所

氏
名
明
記
の
上
、
20
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２

　
　
　
　

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

⌇
⌇
⌇
⌇

○
十
五
夜
や
窓
も
こ
こ
ろ
も
鍵
を
開
け

　
　
　
髙
見　
英
子（
大　
戸
）

煙
秋
茄
子
や
も
う
ひ
と
花
と
紫
紺
冴
ゆ

　
　
　
　
　
　
　

村
井　

孝
子（
長　

岡
）

煙
サ
ン
マ
焼
く
匂
い
届
け
る
回
覧
板

野
口　

秋
夫（
上
石
崎
）

　

い
ざ
投
げ
る
輪
投
げ
大
会
ト
ン
ボ
舞
う

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

　

小
春
日
に
新
刊
読
み
て
一
日
暮
れ

佐
藤
よ
し
子（
谷
田
部
）

　

彼
岸
花
お
地
蔵
様
に
ウ
ィ
ン
ク
す

諸
川　

恵
子（
駒　

場
）

　

ふ
る
さ
と
の
汽
水
湖
涸
沼
鯊
の
秋

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

見
事
な
鰯
雲
わ
た
し
鯖
が
好
き

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

木
犀
や
香
に
包
ま
れ
ん
わ
が
街
も

白
田　

美
鶴（
網　

掛
）

　

休
む
場
所
定
め
て
止
ま
る
赤
と
ん
ぼ

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

11 2025.12　広報　いばらき

茨城町職工組合
小・中学校での奉仕活動
茨城町
小・中

10/13
（月・祝）

　茨城町職工組合（三塚敏彦組合長）は、小・
中学校施設の修繕などを行う学校奉仕作業を実
施しました。
　当日は、各小・中学校から事前に要望のあっ
た防球柵や本棚、ベンチ、道具入れ、プラン
ター台等の製作、雨樋やリアカー、図工室机の
修繕など、様々な内容の奉仕作業が行われまし
た。
　この活動は、組合員が持っている様々な技術
を活かし、町の児童・生徒のために役立てたい
と、同組合が昭和44年から毎年恒例行事とし
て実施しています。各学校からは「要望した内
容以上の作業をしていただき、子どもたちはも
ちろん教職員が完成品を見て驚き喜んでいる姿
が見られました。組合員の方々には大変感謝し
ています。」との声が上がっています。

行政相談委員総務大臣表彰を受賞
海老澤委員が表敬訪問
行政相
海老澤

10/20
（月）

　行政相談委員　海老澤栄子さん（写真中央）が令和７年
度行政相談委員総務大臣表彰を受賞され、報告のため小林
町長を表敬訪問しました。
　海老澤さんは、平成23年に行政相談委員に就任して以
来、町民と行政を結ぶ架け橋として、長きにわたり、町民
の困りごとなどの相談を受け、問題解決と行政運営の改善
にご尽力いただいています。こうした活動が行政相談委員
の模範と認められ、この度の受賞に至りました。
　この度の受賞、誠におめでとうございます。

若い力に寄り添う
自衛官募集相談員委嘱状等交付式

ています。」との

若い力
自衛官

10/17
（金）

　自衛官募集相談員委嘱状等交付式が行わ
れ、澤秀雄さん、関俊治さん、川崎正則さん
へ、小林町長から自衛隊茨城地方協力本部長
と連名の委嘱状が交付されました。
　自衛官募集相談員は、自衛官志願者に対す
る情報提供や自衛隊茨城地方協力本部が実施
する募集のための様々な広報活動の支援等を
行っていただく方々で、委嘱期間は令和７年
10月１日から令和９年３月31日までとなって
います。

（後列左から）小林町長、栗秋茨城地方協力本部長
（前列左から）関相談員、澤相談員、川崎相談員
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